
 

 

第 4群  4-4 昼夜逆転（有無） 
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4－4 

昼夜の 

逆転がある 

評価軸 ：③有無 

1.ない 

2.ときどきある 

3.ある 

(1) 調査項目の定義 

「昼夜の逆転がある」行動の頻度を評価する項目である。 

ここでいう「昼夜の逆転がある」行動とは、夜間に何度も目覚めることがあり、そのために疲労や

眠気があり日中に活動できない、もしくは昼と夜の生活が逆転し、通常、日中行われる行為を夜間行

っているなどの状況をいう。 

 

(2) 調査上の留意点及び特記事項の記載例 

夜更かし（遅寝遅起き）など単なる生活習慣として、あるいは、蒸し暑くて寝苦しい、周囲の騒音

で眠られない等の生活環境のために眠られない場合は該当しない。 

夜間眠れない状態やトイレに行くための起床は含まない。 
 

◆特記事項の例◆ 

家族の話では、夜中にタンス等をあけて預金通帳を探し始める（2 回／週）とのことのため、
「3.ある」を選択する。また家族はその際、本人が寝付くまで付き添っている。 

 

◆特記事項の例◆ 

夜間頻尿のため、夜中に 2～3 回ほどは起きることがあるが、昼夜の生活が逆転しているわけ
ではないので「1.ない」を選択する。 

 

(3) 異なった選択が生じやすい点 

対象者の状況 誤った選択 正しい選択と留意点等 

毎晩 3、4 回ほど目が

覚めるが、昼寝もせず

にいる。 

「3.ある」 「1.ない」を選択する。 

夜中の目覚めはあっても、そのことによって日

中の活動ができないかどうかで選択する。 

 


